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校長山下婿雄

先日の学校公開には多数の皆様にご参観いただき誠にありがとうございました。新レい学年になってから2

力月。どのようなお子さんの成長の様子が晃られたでじょうか。成長の様子は人それぞれです。決レて上じ較

をすることなく、成長の僚子を認め励まレていただくことがこれからの成長をさらに促すことになります。

どうぞご家庭で自己有用感を高めるお声かけをよろレくお願いします。自己有用感とは、自分が「自分の属

する集団の中で、自分がどれだけ大切な浮在であるかということを自分自身で認識すること」です。自己有

用感を高めることは自分に自信をちち、積極的に物事に働きかけていく力をはぐくんでくれます。この自己

有用感を育てていくには次の5つの段階があるといわれています。

《第 1 段階》心の安定

子供の良い面を男つけ、それを生かせる環境作りをする。子供の活躍揚面を設定する。

《第2段階》成就感

自分の力で最後までやり遂げる経験を大切にする。親や教師の支援は必要最億限にする。

《第3段階》評価の工夫

失敗体験ちチャンスととらえ、結果よりもその努力の過程を認め、励ます。許容的雰囲気作りを

大切にする。

《第4段階》自己有用感の芽生え

第三段階で認め、励ましだことを所属する集団や家族に対しでもきちんと伝える。評価をする人

の「私もうれしい」という気持ちを付け加えて伝える。

《第5段階》自己有用感の形成

第二～第四段階を繰り返すことで子供に自己有用感が形成される。

これらのことを踏まえて、学校と家庭が連携して一人一人のお子さんの自己有用感を大切に育て

ていくことが私は大切だと思います。ぜひ、夏休みに行われる個人面談ではここに向けたお話をし
ていただけることを期待しています。学校も家庭ちW IN-WINの時間をなることを願っていま

す。

そんな中、先月 1 1 日に行われた「わんぱく相撲江戸川大会」には多叡の本校児童が参加し自分
の力を精一杯発揮していまレた。個人成績でも優秀な成績を収めましたが、団体戦でも準優勝とい

う金字培を釘ち立てました。また、 6月 1 5日（日〉に行われたスーパードッジポール大会では残
念ながら4連覇は逃レたものの、チームで協力して勝利に向けて頑張る子供だちの姿を見ることが

できました。加えて、選手とレてではなく大会運営ボランティアとして参加をしてくれた 1 5人の
5, 6年生の活躍があったこともお知らせしておきます。西葛西小学校の子供たちの頑張り、よさ
を改めて確認した日でもありました。地域の方からも多くのお嘗めの言葉をいただいています。ぜ
ひ、さまざまな機会を生かして自分が大切な存在であることを全ての子供だちに昧わわせていきた

いと思います。
なお、スーパードッジボール大会の参加にあたってはちからこ15＼委員の皆様、 PTA役員の皆様

の多大なるご支援をいただきました。改めて御礼申し上げます。



「ラオスの子供たちの哩置の輝砦『こ学ぶJ
～瞳の奥の鐸きに見えるものとは～
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14日に道徳授業地区公開講座がありまレた。今年度は、講演会を；

行いまレた。当日l手、講師の宍戸仙問先生をお迎えレ、「ラオスの子供 j
たちの瞳の輝きに学的のテーマで講演をレていただきまレた。講演：
会では、ラ才スの子供たちの生活を通レて、「世の中には、食事恰勉強 i

！もままならない中、毎日笑顔で幸せに精一杯暮らしている子供だちが i

i たくさんいることJ を教えていただきまレた。日本は、豊かな生活を a
j 送れているにも関わらず、自己肯定感が値い子供たちが多くいること

11 鳩状です。講演会を通レて今の自分たちの生駒子供への接レ方
：について、とてち大切なことを学ぶ機会となりましたe

「最も太切なことは勉強することよりも、人の役！こ立つ人間になる

＼ことです。j: 私が講演会の中で、一番印象に残った書襲です。これからも、子供 j
i たちを温かい自で育てていけるよう、学校でも道憶の時簡を遇して子！

）供たちを指導レていきたいと思います。 ! 
道徳教育推進教師加藤干香！

；頑張りまレた！日光移動教室！！
! 23日〈月〉～25日〈水〉まで、 6年生は白光移動教室に行ってきまレた。梅雨時の日光は特に天気が不；
！安定なため、雨に降られないか山配レまレたが、 lまiま全ての予定を、計画通りに実施することができまレた。 ! 
！今回Id:雨男にならす、本当に良かったです！
! 日光の豊かな自然や文化の中、子供たち一人一人が真剣に活動に臨む姿が男られ、とてもよい学びの機会に！
j なったことを感じています。ま疋、集団生活や係の仕事などの機会を通レて、協力することや男通レをもって；
1 準備することの大切さを実感レたことと思います。この経験を、今後の学校生活に生かレ、 6年生がさらに活 i
！躍する姿が売られることを期待レています。 ! 

6年学年主任 佐藤誠
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平成26年 7月 3日
地規の皆糧

江戸川区立西葛西小学校

校 長 山下晴雄

学校保健委員会（講演会）のお知らせ
平素より、学校教育にご協力いただきありがとうございます。
学校では、河童の嘩康について学校・家庭・地域が連嬉を図りながら取り組めるよう、毎年「学校保健委員会」を

実施しております。
今年度は、文教大学教慢（小児科専門医〉成田 奈緒子先生をお迎えして下記の要領で講演を行います。
ぜひ、保護者の皆様方・地域の皆犠方と子供たちの健康について一緒に考える機会1ごしたいと思いますので、多叡
のご参加をお持ちしております。
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1 日 時 平成26年7月 25日（金） 1 4: 0 0 ~ 1-5: 00 

2 場所 西葛西小学校図書室（2階〉

3 講演テーマ 「子供の力を引き出す脳育て」
～いつからでち、何歳からでち脳は育つ～

講師文教大学教授成田奈緒子先生

4 その他
O当日は、東玄関をご利用ください。
0上履きをご持参ください。天候により傘が必要な蝿合は、東玄関のポリパケツをご利用ください。
Oj，墨筆宣笠置控室僅僅重量恩fill亙葦且のよLjごーま箆三1三室Y.J.!lー また．自転車でのご来校は、ご遠慮ください。

講師の先生のプロフィー）\I

1987年 得戸大学医学部卒業
医学博士 日本小児科学会認定小児科専門医
1994-1998年 米国セントルイヌワシントン大学医学部リサーアソシエート
1998-2000年猪協医科大学越谷病院小児科目羽手

2000-2005年筑波大学基礎医学系講師を歴任レ、小児科の臨床と基礎研究
に従事する。
文毅大学毅育学部特別支援教育専修准毅捜
同教1受
策 茨減県発達障害者支援センターと茨城県工浦児童相秘所
の嘱託医等を兼任、牛久愛和病院小児科での専門外来ち開設
しており、 IJI児期のさまざな精神／~＼理疾患の外来診療にも纏

わっている。 2014年からは医学・／~＼理・叙育・福祉を包
括レ疋専門家集団による新だな親支援専業「子育てアクシス」
を開設、代表に就任。また、文部科学省や東京都教育委員会
などで子どちの生活習慣を科学的に者える育児、教育への提 ・
言・社会活li.Jを行っている。

2005年一
2009年一

成田奈緒子（なりたなおこ〉
文教大学教育学部特別支援教育専修叙侵
白本小児科学会認定小児科専門医・発達脳科学者
子育て科学アクシス代表

著書： 「早起きリズムで脳を育てる」〈芽ぱえ社〕
「小学生ママのしんばい百科家庭編」（小学館〉
「脳の進化で子どもが育つ」（努ぱえ社〉
「なぜ？がなるほど！にZ変わる本」（ブレーン者〉
「脳の鍛え方育てか疋」（すばる舎〉 他


